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図表３ 業界分析対象業種一覧
リットは大きいと言えよう。しかも，多種多様な業界を学ぶことができる。教員になる以前，筆者
は銀行で勤務していた経験があることから，数多くの業界や企業の審査等に関与してきたが，筆者
にとっても，未知の業界に触れることもあり，正直なところ自分自身の勉強にもなっている。
それでは，いかなる業界を一ノ宮ゼミナールでは分析対象としているのか。基本的には，筆者が
特定の業界を指示するのではなく，ゼミ生の興味や就職希望先等を勘案し，毎年分析する対象業界
については，あくまでゼミ生達の自主的な選択に委ねている。参考までに，過去数年間に実施した
業界分析の対象業種を整理すれば，以下の通りである（図表３）。
分析した業界数は，概ね前期・後期合わせて１５業界程度となっている。当然ながら，学生数や学
生達の理解度・興味，そして後述するようなプロジェクトとの兼ね合いもあり，できる限り多くの
バラエティある業界を分析したいところだが，毎年後期に分析できる数には限界があるのが通例と
なっている。図表３を見る限り，毎年のように登場してくる業界もあれば，一度しか分析したこと
がない業界もある。業界分析のテキストとしては，例えば東洋経済新報社から毎年発行される「会
社四季報業界地図」等を利用している。必ずしもゼミ生の卒業後の就職先が，ゼミナールで分析し
た業界と同一である訳ではないが，少なくとも多種多様な業界をゼミナールで検討できるところは
好評のようであり，業界研究という意味での就職活動に大いに役立ったという意見は多い。
２－３ 独自の資料作成
経済小説輪読と業界分析は共に別々の活動のように思われるかもしれない。しかし，筆者として
は，相互に深い関連を持たせるように心がけている。例えば，輪読で対象とした業界あるいは関連
業界（販売先等）に関する知識をより深めるためには，現時点での当該業界の現状を把握しておく
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ことが望ましいはずである。そこで，できる限り経済小説輪読と業界分析の同期が取れるように年
度当初から配慮している。しかし，前述したように，業界分析で分析する業界の種類は，学生達の
希望を最大限取り入れることになっているため，筆者が思い描いていたようには同期を取ることは
できないのも現実である。
加えて，一ノ宮ゼミナールで強調しておきたい点として挙げられるのは，独自資料である。恐ら
く他のゼミナールでも，それぞれ資料作成に工夫を凝らしているものと思う。その点，例えば我々
は毎週ゼミでの報告や議論等に関して議事録を作成している。また，工程表（年間・月間・週間レ
ベルで作成，個人で作成している学生もいる）による進捗管理，輪読での様々な課題解決のための
数種類に分かれた分析シート，業界分析の効率化と理解の共有化を目指して，統一分析フォーマッ
ト SISチャートの作成，３年生が新学期からゼミナールの活動を円滑に進めていけるため用意した
スタートアップ・マニュアル，４年生が後輩達の就職活動の参考にしてもらうために，ボランティ
ア的に作成してくれているサダナビ（名称は，最初に作成してくれた学生の名前に由来している）
など，様々な資料を作成（利用）している。
参考までに，一ノ宮ゼミナールで作成している数々の独自資料の中から，学生達に評判の高い SIS
チャートの見本を紹介しておきたい（図表４）。チャートの基本構成は，左サイドが業界全般の分
析に相当し，右サイドが当該業界を構成する代表的な企業３社程度の企業分析に相当するものであ
る。学生達は，このチャートを予め作成しておき，木曜日の本ゼミにて，チャートを参照しつつ，
自分が行った分析結果を発表するという手順で業界分析は実施されている。このチャートをいかに
業界ごとの特性等に合わせて作成するかが，業界分析担当となった学生の腕の見せ所と言えるだろ
う。
年度当初は不十分なチャートしか作成できなかった学生が，夏休みを過ぎる頃には，相当程度の
水準のチャートを作成することが自然とできるようになる。毎年感じることとは言え，学生の知識
の吸収力は非常に高い。ゼミ生は，輪読と業界分析の両面にわたり何度も発表する機会があるため，
参加意識も変化し，人前に立つのが苦にならない，プレゼンに自信が持てる等の効用も無視できな
い。これも，依拠できるようなフレームワークがあるおかげではないかと思っている。
このようにゼミナールの活動をできるだけ効率的に運営していけるように道具立てを準備してい
るところは，一ノ宮ゼミナールならではかもしれない。例えば，スタートアップ・マニュアルであ
る。毎年４月から新３年生が入ゼミしてくる訳であるが，就職活動との兼ね合いもあり，必ずしも
４年生が常にフルメンバーとして，木曜日のゼミナールに出て来ることができる訳ではない。限ら
れたゼミの時間を有効に活用するためにも，新３年生が直ぐに本格的活動に取り掛かれるようにす
るため，できるだけ多くの手続き，資料作成，連絡事項，年間活動計画等について，やらなければ
ならない事柄を網羅的に整理しておくことが望ましい。本来先輩がこれらを伝授すればいいが，昨
今制約が多い。そこで，これらの事柄をマニュアルという形で整備している。マニュアルを熟読玩
味しておけば，誰がゼミナールに入っても，ある程度の水準の資料作成やゼミナールでの討議等が
行えるような仕組みである。ゼミナール活動のマニュアル化を推し進めていることから，これをマ
クドナルド化と称している。因みに，これらのマニュアルは，固定的なものではなく，毎年少しず
つ変更を加え，絶えず工夫を加えるように指導をしている。
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図表４ SISチャート（一部分）
（出所）２０１２年度社会人基礎力グランプリ提出一ノ宮ゼミナール作成資料より引用。
２－４ その他の活動
以上の他，例えば，春・夏の二回の合宿を実施している。合宿自体は，他のゼミと大差はなかろ
う。強いて挙げるとすれば，一ノ宮ゼミでは，どちらの合宿でも，就職での面接を想定した模擬面
接を実施しているところが特色であろう。面接は，だいたい３段階で実施することが多い。最終面
接は，筆者が登場し，一対一で面接を行っている。面接の様子は，動画に記録し，各自が後に振り
替えることができるようにしている。時間があれば，グループディスカッションなども実施するよ
うにしている。
一方，日頃のゼミ活動は，個人での準備をベースとしたものにならざるを得ないため，チームワ
ーク涵養という点には問題もある。そこで，一ノ宮ゼミナールでは，ゼミ生の人数にもよるが，最
近では概ね３チームを編成して，プロジェクトと称するグループワークも行っている。すなわち，
グループごとに異なるテーマ（例えば，粉飾決算，地域再生，健康経営等）を考えグループで作業
を行い，多人数の前での研究成果の発表をできるようにしている。発表は，専修大学経営学部会計
系ゼミ合同研究発表会，他大学との交流会，日本学生経済ゼミナールインナー大会といった場を利
用している。日頃のゼミナールでの活動とはまた違う面もあり，学生達には多くの収穫があるよう
であり，プロジェクト発表が終わった時点で，学生達の成長を実感できる点で筆者としても楽しみ
なところがあるのが，このプロジェクトである。
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２－５ 小括
以上が，一ノ宮ゼミナールの活動の概要である。アクティブラーニングという教育方法に関して
は様々なアプローチがあるであろう。ここで強調したいことは，本稿で取り上げた一ノ宮ゼミナー
ルでは，小説輪読・業界分析・資料作成というそれぞれの学習が，バラバラになりがちな学習の諸
側面でありながら，有機的に関連性を持つ三位一体を形成するように工夫を加えることによって，
ゼミ活動が生きた経営学を学ぶ場となっていることである。さらに，かかるスタイルが，年間を通
じて反復継続されるため，飽きることなく興味を持って学習を続けられる点も見逃せないところで
ある。その結果，学生が主体的に学習に取り組む姿勢が自然と出来ていく。まさにアクティブラー
ニングの実践である。
また学生時代という僅か数年ではあるものの，多くの一ノ宮ゼミナール卒業生が，ゼミナール活
動で習慣付けられた読書を，社会に出てからも継続している。大学を卒業してから本番となる生涯
教育では，多くの課題や障害があるものの，読書は手軽に実践できる教育手法であることは否定で
きない。ゼミナール活動を通じて身に着けた読書によって，自ら持続的能力開発を目指せるように
なっているところも，アクティブラーニングの実践の延長といえるのではないだろうか。
３ 経済小説輪読はどのように行われているのか
３－１ 輪読の進め方について
前節で少し触れた経済小説の輪読について，ここで詳しく見ていきたい。輪読は，概ね半期４～
５冊のペースで経済小説をゼミ生全員で読み込み，筆者が事前に出した課題について，担当者が分
析結果を発表した上で，全員で課題について討議するというスタイルで実施している。年によって
違いはあるが，夏合宿においても，１～２冊程度の経済小説を集中して討議することもある。合宿
の前は比較的余裕のあることから，小説もやや厚めの本を選択しているようにしている。
ゼミで討議する課題は，筆者の専門分野である会計領域に限定せず，経営学全般にわたる様々な
テーマを選んでいる。よって，小説も，当然ながら会計分野に限らず，組織・戦略・マーケティン
グ・国際経営・経済・情報処理等に関するテーマが取り上げられているものを選んでいる。課題に
ついては，学生に興味を持って学習してもらえるように，できるだけ現実的であるとともに，普段
の学習にも有益なテーマを課すように配慮している。結果的にテーマとしては，特定の学問領域に
とらわれることなく，学際的な課題になることも多い。例えば，町おこし，企業再生，M&A，不
正会計，人間関係，女性のキャリアパス，プロジェクトマネジメント等である。また，就職を意識
して，仕事のあり方や進め方，あるいは職業選択といった小説，さらにストレートに就活自体の小
説を取り上げることもある。
参考までに過去数年間にわたりゼミで輪読をしてきた小説について，２０１５年１０月までの実績を以
下の通り整理してみた（図表５）。小説のラインナップは，古典から最近の話題作まで多岐にわた
る。
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図表５ 輪読対象小説一覧
筆者としては，できるだけバラエティに富み，かつ経営学の学習として相応しいような題材を持
つ小説をピックアップしてきたつもりではある。しかし，本稿を書くにあたり，改めてこの一覧を
振り返ってみて，特定の作者に限定する意図があるわけでは決してないが，傾向を見る限り，池井
戸潤，高杉良，楡周平といった売れ筋企業小説の作者の作品が比較的取り上げられることが結果的
に多いように感じる。
筆者として反省すべきであると常日頃感じていることは，経済小説分野の古典，例えば清水一行
や城山三郎といった作家の作品や海外小説，例えばアーサー・ヘイリーの作品が抜けている点であ
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る。確かに，学生達の生きている現代とは，時代背景や企業や社会等がかなりかけ離れているため，
理解しにくい問題等があることは否めないが，今後はもう少し積極的に古典などを取り上げてみた
いと考えている。
次に，ここで紹介した小説を使って，一ノ宮ゼミナールでは，いかなるテーマを討議してきたの
か，小説ごとに簡単にまとめておきたい（図表６～図表１０）。振り返れば，ずいぶんといろいろな
テーマについて議論してきた感がある。たかが小説と思われるかもしれないが，この討議してきた
課題を見て頂ければ，経済小説というものは，性格上ケーススタディのケース教材とは異なるもの
の，経営学を学習する上で有益な教材となり得ることが分かると思われる。教員の問題意識如何に
よっては，同じ小説でも，全く異なる課題を生み出すこともできる２）。さらに，単に輪読するだけ
ではなく，活用法としてはまだまだ他のやり方もあると思っている。今後は，より高度な利用法を
考案していきたい。
また，輪読は業界分析以上に実施するのが難しい面がある。例えば，ある課題を提示しても，ど
のように分析したらよいのか，必ずしも明らかではない場合（特に，抽象的な課題である場合）も
あるし，そもそも分析するための道具立て，つまり課題解決に有益な知識（戦略・組織・財務等の
知識であるが，全ての学生が全員それらの講義を履修しているとは限らないため，共通理解がない
という問題も多い）が揃えられていない場合もある。このため，筆者としては，このような知識は
経営学部の学生として常識的に持ち合わせているであろうという前提で，課題解決を求めたとする
ならば，議論になるレベルの準備が整っていないこともある。このような事態を回避するため，業
界分析と同様に，課題解決のための分析道具あるいは道標のようなものが必要となってくる。
特に新人が入ゼミしてくる４月などは，ゼミ生任せになってしまうと無駄な時間を費やしてしま
い，初歩的な議論や発表に終始してしまうことも多々ある。そもそも十分な議論に発展しないし，
担当者の発表も短い。加えて質問も少なく，仮に質問があっても，担当者が返答してそれで終わり
という一方通行になることも多い。最悪の場合，小説の感想を述べて終わりということもある。こ
れでは，わざわざ経済小説を題材として利用している意義が無くなってしまうだろう。様々な問題
点について，双方向の意見を出して，議論し合っていくことが，本来ゼミナールの醍醐味だが，議
論と言うには程遠い。
そこで，輪読で活用できるフレームワークを数種類用意している３）。このフレームワークの使い
方を学んでもらえば，新人でも報告と討議が少なくとも実施できるように配慮している。業界分析
で使用している SISチャートとは別に，輪読のための資料を用意したのは，数年前に輪読対象とし
た「２８歳の仕事術」という小説が経緯である。
詳細はこの小説を実際に読んで頂ければ，筆者の意図は分かると思う。ゼミ生達は，この小説の
主人公に比較的年齢が近いという点で，読みやすく，かつ様々な分析フレームワークも同時に学べ
る点が，「２８歳の仕事術」という小説のメリットだろう。フレームワークで全てが解決できるわけ
ではもちろんないが，効率的に輪読作業を進めるには大いに差が出ることもあり，いくつかの様式
のフレームワークを準備することにしたのである４）。
ゼミ生は，筆者が出した課題に適合した様式を選択しなければならない。様式は，全て A４一枚
に統一してある。書きたいことはいろいろあるかもしれないが，簡潔に伝えたい事柄をまとめ，報
告することを，ゼミでは，是非学生達に体感してもらいたいと思っている。
アクティブラーニングに関する一考察
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３－２ アクティブラーニングの実践：ゼミナールにおける輪読の実際
本項では，経済小説を使用したアクティブラーニングが実際に行われている様子について，過去
数年間に取りまとめ蓄積してきたゼミナールの財産とも言うべき議事録等を参考に，ゼミでのやり
取りを再現したいと思う。ここで紹介したいのは，２０１３年６月の某日のゼミナールでの一コマであ
る。この時期に輪読していたのは，「D列車で行こう」（阿川大樹）という地方の赤字ローカル線の
再生に関する小説であった。
ゼミ室のホワイトボードには，その発表内容が以下のようにまとめられていた５）。
課題：現状における赤字ローカル線
・地方鉄道９２社のうち約８割が赤字(平成２１年度調査当時)
・赤字路線の抱える問題
① 輸送人員の減少による収支の減少
② モータリゼーションによる輸送人員の減少
③ 鉄道事業の特徴である、固定費の負担が大きいこと
・事例：赤字路線から黒字化に向けての取り組み
① 若桜鉄道
② ひたちなか海浜鉄道
・収入：地元民への鉄道の定着化、収益性の高い観光客を増加させるための取り組み
・費用面：上下分離方式・第三セクターへの移行
以下の発言等は，実際のゼミを再現したものであり，本文と区別するため，字体を変化（明朝→
ゴシック）させている。また詳細な資料があるが，紙幅の関係上省略した。
「ちょっとわからないことがあるのですが，若桜鉄道の上下分離方式ってどういうものですか」ゼ
ミ長のA君が質疑応答の口火を切った。Bさんが答える。
「上下で経営のやり方が異なっています。若桜鉄道の事例の場合，下が若狭町と八頭町の部分にな
るのですけれども，この町が線路と鉄道の管理をしていて，上の部分が若桜鉄道で，運行をやって
います」
「システムと設備で分けた感じ？」ゼミ長A君がさらに質問を重ねる。
「そうですね。負担を分けた感じです」
「今回の場合は固定費を自治体が負担するため，運転に専念できるということです」
「今回例に出た２社って地方であればバスとの関係ってあるじゃないですか。そこら辺の関係って
どうなっているのでしょうか。おそらくバスとかも一緒にやっていると思うけど，お互いで食うか
食われるかの関係なんじゃないですか。そこの所はどうしているのかな？」C君の質問に Bさん
と私（Dさん）が答える。
「若桜鉄道は地域住民自体が鉄道事業を存続させることに積極的で，そこから活性化を進めようっ
アクティブラーニングに関する一考察
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ていう取り組みをしています」
「ひたちなか海浜鉄道も若桜鉄道と同じで，鉄道とバスで食うか食われるかという関係ではなく，
街づくりのため，そして連携して街を活性化させて鉄道も活性化させていこうという考えなので，
バスがあることによって鉄道が圧迫されるということは，私が調べている中では見つからなかった
です」この後も次々と質問が飛び交う。
「黒字ローカル線の具体例を挙げてくれたのはいいのですけれど，赤字の方に関しては全部が一緒
というわけではないと思いますし，しかも９２社中７６社って尋常じゃないくらい多いので，そういっ
た意味での具体例はないのでしょうか？」
「赤字路線の具体例ってことですか？一応資料には載せていないのですが，越前鉄道っていう鉄道
があって，２か月の間にローカル線の廃線とバスの転換とまた路線の復活を繰り返した企業があり
ます。バスに代替したときに通勤客が遅刻してしまうなど，道路が大変混雑してしまった問題が発
生したので，また再び鉄道に戻ったという会社で，今も結局赤字ではありますが，通勤の足として
存続させている例はあります」
「赤字なのに存続できる理由ってなんですか？」
「１つの理由として国鉄時代から第３セクターに移行する際に１キロ当たり３０００万円の経営安定基
金という国からの補助金が出されていて，そういうものを運用してカバーしているところもありま
す。なので，赤字だからすぐ撤退というわけではないようです」
質問の波が若干収まってきたのも束の間，Eさんからの鋭い質問が飛ぶ。
「鉄道事業の特徴ってなんですか？特に赤字路線を見ていると分かると考えたのですが」
「決算書を見ていると固定資産の割合が多いなって思いました」
私は前日に見ていた鉄道会社の決算書を思い出しながら答える。Eさんは事前に調べてきたこと
が書き込んであるのだろうか，ノートを数秒眺めた後に話し始めた。
「私が調べていてちょっと思ったこととして，１つの特徴は，コストカットの底が浅いということ
があります。赤字路線を調べたり，このD列車を読みながら考えていたのですが。そのためにど
うすればいいのかなって考えていったときに，コストカットに限界がある分，収益の方で利用者数
を増やしていかなければってなると思うのですけれども，そういう取り組みってどこかやっていた
りするんですか？」
「ひたちなかの例を使うと，通勤客が７割で周辺住民からとる収益っていうものには，人口問題か
らしても限界があるので，SLを取り入れて知名度を上げて外部からの観光客で収益を上げていく
若桜鉄道のケースがいいのかなと思いました」
以下，質疑応答はさらに２０分以上続いた。
（出所）一ノ宮ゼミ５期生作成資料「D列車で行こう」を修正引用。
次週のゼミナールでは，日本の赤字路線の現状を踏まえ，「いかにして小説の題材であるローカ
ル線を再生すべきか，具体的に考えよ」というテーマが筆者より出された６）。
その模様を次に再現したい（２０１３年７月某日）。
サブゼミで試行錯誤した結果，私たち（Bさん，Dさん，F君）は５つの案を再建のためのアイ
一ノ宮士郎
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デアとして提案することにした。提案内容は，以下の通りであった。
① 農業ツアー、農業体験
② 桐生型の活用・・・ＳＬの活用
③ アニメとのタイアップ（記念乗車券の発行）
④ 桜の植樹
⑤ 花火大会
「―（前略）― 結果としては１５００円×３０００枚で４５０万円の収入が得られると考えられます。この全
取組の費用と収入を差引しますと３２９７万５６００円となり，赤字額３０００万円をカバーして２９７万５６００円
が残るのではないかと考えました」
発表を終え，議論が始まる。
「桐生型の活用ですが，撮影にお金を取るのですか？」４年ゼミ長Y先輩が質問。
「いすみ鉄道の例とする場合，到着した時の撮影会で参加料として１７０円を取っていました。今回は
参加料を取っている例があったので挙げました」
私は，お金をとるかどうかという根本的な事を指摘されるとは思っていなかったので，一瞬ヒヤッ
としたがなんとか答えることができた。質問対応をするとき，実例は説得力があると思った。
「この花火大会は複数の事例を前提として挙げていますが，この事例と山花鉄道の再建案として想
定している３０００発と２万人の集客があるという花火大会は規模的にみて近いのでしょうか？」X先
輩が質問し，F君が即座に答える。
「近いです。広島県で約３０００発の花火大会が３つか４つくらいあり，人出に関しても１万５０００や２
万５０００人といったデータを利用し平均したところ２万人という数値になりました」
「桜の植樹の計算が，ちょっとあやしいかなというところがある。１日１キロ当たり７１８人利用して
もらい１５日間で１万７７０人，シーズン中は１万７７０人＋４０％で１万５０７８人に利用してもらえるだろう
という計算で，１万５０００人×１２００円でやっていると思いますが，１万７７０人分はいつも利用してい
る分になるので，これを収益に入れてはいけないのでは。これを計算するならば，５７００人×１２００円
の増えた分だけで計算しないと赤字の補てんにはならなのではないですか？これを計算すると大体
６８４万円くらいだよね，ちょっと計算が間違っているかな」
「はい・・・」再び４年ゼミ長Y先輩の指摘が入り，Bさんの顔が強張る。
３人も焦りの表情を浮かべる。そしてこの問いに対して明確な回答ができないまま先生が指摘を
入れる。
「みんな需要サイドしかやってないけど，供給サイドはどうなの？」
「供給サイド，というと・・・」
「電車。増加コストは発生しないの？１車両の収容人数は？」「２両編成です」
先生からの質問が続く，F君は答えるのに必死である。
「２両とすると，１両何人になる？そうすると矛盾が出てくるよね。本によると，１日２万３５００人っ
て書いてなかった？そして，１６往復だから１日３２回，１回当たり乗れるのは約７３０人だよ，２両は
無理だよ。私の調べたところによると，基本的には１両１５０人なんだよ。快適に乗れるのは１５０人ま
アクティブラーニングに関する一考察
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で。とすると５両でなければ計算が合わない。ぎゅうぎゅう詰めにするなら別だけど７３０人は無理
でしょう」
「おばあさん，野菜売れないですよね」
３年ゼミ長A君が小説の内容に触れた言葉を返し，緊迫し始めた雰囲気を和ます。ゼミ長はこ
のような場を和ますのが上手い。先生は話し続ける。
「そうだよな，無理がある。だから本当に２万３５００人なのかな。仮に５両だとするならば，みなさ
んのこの計画では運べる？運べないなら，臨時列車が必要だけれど，そのコストを計算に入れてい
るかどうか？」
そこまで考えていなかった・・・。
「まあ，非常によくできていると思うよ。個々の中身は，正直ここまでやってくるとは思わなかっ
たから。まあ突っ込んだら色々出るかもしれないけど，基本的にはこういう考え方でいいと思う。
財務諸表論の授業でも言ったように，数字に落とし込んでもらったのは良いよ。あとは需要サイド
と供給サイドを考えること。あとはもう少し，まとめ方だね。結論の部分の表のまとめ方は，果た
してこれでいいのかな？」
今度は資料作りに関する指摘である。そしてゼミ室に沈黙が流れる。
「絶対に必要な全体での損益が入っていないのが良くないのではないかなと思いました」
私の意見はあながち間違っていなかったのだろうか。
「それは計画？実績？」
（計画・実績ってどういうこと？先生はいったい何を求めているのだろうか）
私が理解していないことを察したのだろうか，先生が見かねて言う。
「いや，だからそれは計画なのか実績なのかっていうこと。山花鉄道の年間の収入は？」
「１億２０００万円です」
「コストは？」
「１億４０００万円です」
「約１億５０００万円。それが現状だね，なにもしないでも発生する。だとすればどうなるのか？最初
に作る表には何を入れなきゃいけないの。まずは想定現状。想定現状の横に増加利益というものを
作らなきゃいけない」
私たちは先生の説明を聞き，ホワイトボードに表を書いていく。先生は話を続ける。
「今書いてもらっているけど，想定現状のところに１億２０００万円の収入があって，費用が１億５０００
万円でしょ，差引損益がマイナスの３０００万円，これをどうするか？なにもしないとこれ。表の右側
に我々の出した案に基づく増加利益というものが必要だよね。そして収入，費用がいくら増えて，
差引の増加利益が出て，それがプラス３０００万円だったら，合算すると，プラス・マイナスで損益は
ゼロ。とりあえずこの会社は生き残れますっていう，そういう表をつくるわけ。これが結論でしょ。
想定現状は変えられない，コストダウンはもうできないから，利益の増加だけを考えて，いかにし
て赤字を消すかっていうのが今週の課題だったよね。結論が資料の最初に示されて，その内訳がど
うかをまとめると，説明される方は腑に落ちる。結論はこの数字だよ。シミュレーション結果は補
足情報でしょ。今回はそういう風にしないとダメなんだ，ただ単に再建案を出しているだけじゃダ
メ。さらに言うなら，この花火大会や桜の植樹のまとめ方はどうしたらいいだろう。プレゼンテー
ションの仕方の問題だよ，考え方はこれでいいけれど，見せ方を工夫するべきだよね」
一ノ宮士郎
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「数字は数字だけで１回まとめた方がいいということですか？」
先生の説明に F君が反応して答える。
「そうだね。表にすべきだろうね。盛り込む内容は？１番知りたい内容は何だろう？」
「収入，費用，損益ですか？」
「そうそう。あとひとつ加えるとしたらなんだろう？必要なのは１回だけなのか持続性があるかだ
な。意思決定をする者にとっては重要な情報だよ。これを最初の表に加えることはプレゼンテーショ
ンに欠かせない。そうして再建が可能なのか不能なのか結論を出さないと。不能だったら不能でい
いよ。とにかく結論を出すこと。せっかくここまで頑張ったんだから，供給サイドのところとかを
つめれば，もっといいものができたんじゃないかと思うよ。本はこうだけど，我々はこういうアイ
デアを出した，というのはなかなかプレゼンテーションとしてはすごく面白いと思う。ちなみに僕
はマラソンを選んだよ。広島のマラソンはね，年に１１回あるんだけど，マラソンは４月にないんだ
よ。ということで私の案は４月にマラソンを開催する，これは狙い目だよ。近くの愛媛県のマラソ
ンが，８０００人で１回参加料７０００円だよ。調べたところコストは大体７５％，利益率は２５％でマラソン
はかなりうまい商売だ。広島県は愛媛県に比べてマーケットが小さくて２０００～３０００人なんだね。料
金も子供から大人まで５００円とか１５００円とかなんだけど計算したところによると，大体参加料２０００
円で２０００人，８割が電車に乗るという想定をしてみたら，利益で言ったら５００万だよ，毎年毎年５００
万はおいしい。で，仮にアシックスとかミズノの協賛金，それぞれ出したら１０００万だよ。自分で計
算して３０００万はクリア可能だと思った。だからさらにこの計画にマラソンを入れてもらうと，完璧
に黒字だよ」
「優良企業になりますね。では本日のゼミを終了します」A君の発言で終わった。
（出所）一ノ宮ゼミ５期生作成資料「D列車で行こう」を修正引用。
この事例で，ゼミ生に学んで欲しかった点は次の通りである。すなわち，自分達で日本の赤字の
ローカル線の現状を踏まえて，実現可能な再生案を策定し，各案の諸前提を数字に落とし込み，そ
の条件に基づきシミュレーションを行い，計画案の妥当性を検証するという一連の作業を体験して
もらうことが主眼であった。前提条件の設定に甘さがあれば，筆者としては事例にあるように，問
題を指摘し，他の条件を提案する。ゼミ達はそれを受けて，計画の改善を試み，より妥当性のある
計画を練り上げていく。そして何度もこのような作業を反復することを通じて，現状分析力と企画
力と計数力を身に着けていくことができる訳である。架空の小説の舞台設定であるが，やり方によっ
ては，このようにして学習教材になり得ることが分かろう。これが，一ノ宮ゼミナールで行われる
アクティブラーニングの実践なのである。
４ まとめ
本稿は，一ノ宮ゼミナールで実践してきた活動について，アクティブラーニングの一例として紹
介したものである。本稿に収録した数年前のゼミナールの風景であるが，ほとんど実際に我々が行っ
た活動を再現したものだと言っても大げさではない（議事録と録音が役立ったことになる７））。今改
めて読み返してみて，描かれた場面や発言が鮮明に思い出される。経済小説の輪読の目的の一つに
は，小説の登場人物に扮したとして，どのように意思決定し行動すべきであったかを自分なりに考
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えてみるということがある。赤字路線の再生の場面を紹介したが，学生達が生き生きとして再生に
向けた方策を練り，収支計画を策定する姿は，小説の登場人物３人と瓜二つである。まさに，リア
ルに小説の場面を学生達が再現してくれている。このリアルさこそが，疑似体験による学習という
一ノ宮ゼミナールの大きな特徴であると同時に，筆者が考えているアクティブラーニングの姿でも
ある。但し試行錯誤のところも依然残っており，当初の構想が上手く実現できているかどうか，ま
だ結論を出すのは早いだろう。
例年，新３年生は，戸惑いの中でゼミのスタートを切るが，葛藤や困惑，そして自己嫌悪など様々
な経験をしながら少しずつ成長を遂げている。一方４年生は，就職活動をしながら，卒論作成や後
輩達の指導も行わなければならない。まだまだ筆者から見れば不満なところもあるが，２０代前半の
学生達には，それは要求し過ぎというものかもしれない。
教員としては，自分の教え子が成長してたくましくなり，そして社会に巣立って行ってくれるほ
ど嬉しいことはない。教員冥利に尽きるだろう。
今後も，業界分析に役立つフォーマットの考案だけでなく，時代に即した内容の経済小説を選択
し，考える楽しさを味わえるような課題を提案し，学生達との双方向な議論等を生き生きとして行
えるゼミナールにしていけるよう，さらに工夫を重ねていきたい。
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注
１）経済小説という表現を使用しているが，この中には企業小説というジャンルの小説も含まれる。
２）また同一の小説を使用することは極めて例外であるが，全く無いわけではない。その場合でも，課題は重ならないよ
うに工夫をしている。
３）フレームワークについては，既存の様式を利用するだけでなく，新しい様式を生み出す努力もしてもらうように，学
生達には指導をしている。
４）なお，フレームワークに関しては，最近上手くまとめ上げた様々な書籍が出版されている。例えば，「フレームワー
ク使いこなしブック」（日本能率協会マネジメントセンター）や「コンサルタントが使っているフレームワーク思考法」
（中経出版）などは，初心者がフレームワークをとりあえず理解して使ってみる上で，大いに参考になるのではないだ
ろうか。
５）最終的に学生に考えてもらいたいテーマは，赤字の地方路線の再生であった。その前提として，現状分析を先ず課題
にしておいたものである。
６）因みに，この赤字路線の再生は興味深いテーマだったようであり，学生達はさらに議論を深め，毎年開催される経営
学部会計系ゼミナール合同研究発表会において，このテーマを実際の事例に拡張した発表を行ったことを報告しておき
たい。
７）一ノ宮ゼミでは，全て議論や発表の内容について，後日確認あるいは振り返りができるように，全てを録音している。
その気があれば，学生はゼミの内容を再度チェックできる。また事情があって，ゼミに欠席した学生にとっては，当日
の内容が分かり，次回以降のゼミ活動等に支障がないメリットもある。さらに，議事録も作成しているため，文字情報
としてもゼミの内容が再確認できるように工夫している。心強いのは，後輩達にとっては，数世代にわたる先輩達の記
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録が残っているため，どのように議論が進められているのかなどを文字と音で再現できる点である。
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